
委
員
の
地
域
活
動
に
尽
力

新会長の
抱　　負

南丹市農業委員会
上田　純二会長（）

ト
マ
ト
の
加
工
・
夏
野
菜
の
増
産
に
意
欲

　　京都市北区　　
安井奎介さん

女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟

福
知
山
市
農
業
委
員
会

市長に令和４年度施策を要請
地区営農推進協の意見まとめ

京
丹
波
町（
実
勢
地
区
）で
実
証
中

〝
新
規
就
農
・
有
機
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟を

人
が
応
援


ふ
る
さ
と
納
税
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

寄
付
金

万
円
超
え
る
亀岡市

◇
　
　
　
　
◇

策定を後押し
京力農場プラン

「
話
し
合
い
研
修
」で
技
術
を
修
得
、

各
地
区
で
実
践
へ

　
舞
鶴
市
農
業
委
員
会

府
内
初

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
＋
そ
ば
二
毛
作

　
本
市
の
農
業
委
員

人
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

人

は
、農
業
と
農
地
を
守
る
た
め
、

地
域
の
課
題
に
真し

ん

摯し

に
取
り
組

む
意
欲
的
な
方
ば
か
り
で
す
。

　
担
い
手
不
足
や
獣
害
の
影
響

で
、
圃
場
整
備
田
で
さ
え
不
耕

作
地
に
な
る
現
状
を
一
歩
で
も

改
善
す
る
た
め
、
各
委
員
が
地

域
で
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

「
新
し
い
こ
と
に
は

何
で
も
挑
戦
し
た

い
」
と
話
す
安
井
さ

ん

　
幼
い
時
か
ら
農
業
に
取
り
組
む
父

の
姿
を
見
て
育
ち
、
高
校
卒
業
後
す

ぐ
に
就
農
し
た
安
井
奎
介

け
い
す
け

さ
ん

（

）
。
昨
年
、
一
家
で
㈱
安
井
農

園
を
設
立
し
、
取
締
役
に
就
い
た
。

　
ハ
ウ
ス
４
棟
で
周
年
栽
培
す
る
ト

マ
ト
が
生
産
の
約
７
割
を
占
め
、
大

玉
・
中
玉
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
あ
わ
せ

て
約
１
万
１
千
本
栽
培
。
６
次
産
業

化
に
も
取
り
組
み
、
大
玉
を
加
工
し

た
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
を
手

掛
け
て
い
る
。

　
将
来
、
ト
マ
ト
ジ
ュ

ー
ス
や
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

の
商
品
化
に
も
意
欲
を

見
せ
る
安
井
さ
ん
。

「
ト
マ
ト
事
業
の
拡
大

に
力
を
入
れ
、
キ
ュ
ウ

リ
や
ナ
ス
の
生
産
も
増

や
し
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　
（
京
都
市
農
業
委
員

会
）

７６（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）９月２４日（金）

　
各
地
区
営
農
推
進
協
議
会
の

意
見
を
ま
と
め
、
市
の
来
年
度

予
算
に
反
映
す
る
た
め
、
８
月


日
、
農
業
委
員
会
か
ら
市
長

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
農
業
経
営
と
農
地

保
全
、
担
い
手
支
援
、
有
害
鳥

獣
対
策
、
農
業
関
係
組
織
の
支

援
な
ど
の
提
案
内
容
を
各
役
員

か
ら
市
長
に
説
明
。
会
長
職
務

代
理
の
私
は
、
特
産
「
万
願
寺

あ
ま
と
う
」
に
対
す
る
手
厚
い

支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

　
農
家
の
声
を
行
政
に
届
け
る

こ
と
は
農
業
委
員
会
の
大
切
な

役
割
で
す
。
地
域
の
農
地
を
荒

ら
さ
な
い
た
め
、
市
の
来
年
度

予
算
や
施
策
に
最
大
限
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
（
福
知
山
市
農
業
委
員
会
・

荒
木
悦
子
委
員
）

有機野菜の給食は「甘くておいしい！」
と園児に大好評

　
亀
岡
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
〝
新
規
就
農
と
有
機
農
業
の

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
へ
の
寄

付
を
募
り
、
全
国
８
１
０
人
か

ら
目
標
を
超
え
る
２
１
２
９
万

５
千
円
を
集
め
た
。
（
※
）

　
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
全
額

を
基
金
に
積
み
立
て
、
新
規
就

農
者
の
初
期
投
資
（
農
機
具
購

入
や
ハ
ウ
ス
設
置
な
ど
）
の
負

担
軽
減
や
、
有
機
農
業
の
推
進

施
策
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

　
有
機
農
業
の
推
進
で
は
、
今

年
か
ら
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得

費
の
助
成
や
、
市
内
３
カ
所
の

保
育
園
で
有
機
野
菜
を
使
っ
た

給
食
を
開
始
し
て
い
る
。
来
年

度
は
、
給
食
へ
の
有
機
野
菜
提

供
の
取
り
組
み
拡
大
や
、
有
機

農
業
希
望
者
に
対
す
る
支
援
策

の
拡
充
も
検
討
中
だ
。

　
亀
岡
市
農
林
振
興
課
の
荒
美

大
作
係
長
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
て
、
亀
岡
市
に
よ
り
多

く
の
新
規
就
農
者
や
有
機
農
業

者
を
定
着
さ
せ
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
る
。

　
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
は
、
中

学
校
区
単
位
の
市
内
６
ブ
ロ
ッ

ク
で
「
地
区
別
会
議
」
を
組
織

し
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
各
地
区
で

「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
策
定
を

後
押
し
す
る
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
農
業
委
員
会
と
市
農
林
課
は

昨
年
度
、
市
内
の
農
家
（
約
２

４
０
０
戸
）
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
本
年
度
は
、

地
区
別
の
集
計
結
果
を
も
と
に


地
区
で
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

計
画
で
、
順
次
、
各
地
区
で
プ

ラ
ン
策
定
に
向
け
た
話
し
合
い

を
進
め
て
い
く
。

　
農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
、

こ
の
話
し
合
い
の
進
行
役
や
助

言
役
を
務
め
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
８
月

日
に
「
話

し
合
い
研
修
」
を
実
施
。
地
域

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

浅
見
雅
之
氏
（
合
同
会
社
人
・

ま
ち
・
住
ま
い
研
修
所
代
表
社

員
）
を
講
師
に
迎
え
、
地
区
別

に
模
擬
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を

学
ん
だ
。

　
参
加
し
た
委
員
は
、
「
プ
ラ

ン
の
話
し
合
い
を
リ
ー
ド
で
き

る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
こ
の
研

修
で
少
し
自
信
が
つ
い
た
」

「
市
農
林
課
と
連
携
し
、
地
域

で
〝
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
〟
を

前
に
進
め
た
い
」
と
今
後
の
実

践
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

若
浦
中
学
校
区
を
担
当
す
る
農
業
委
員
と
推
進
委
員


Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
を
収
穫
（
８
月

日
）

　
（
※
）
募
集
期
間
は
３
カ
月

（
５
月

日
～
８
月

日
）
。

寄
付
額
（
１
万
円
～

万
円
）

に
応
じ
た
返
礼
品
は
、
亀
岡
市

内
産
の
有
機
野
菜
セ
ッ
ト
、
旬

の
野
菜
セ
ッ
ト
、
京
都
府
産
黒

毛
和
牛
肉
、
京
料
理
お
せ
ち
セ

ッ
ト
な
ど
９
種
類
。そ
の
ほ
か
、

寄
付
金
５
千
円（
返
礼
品
な
し
）

か
ら
選
択
し
て
申
し
込
み
。


そ
ば
種
子
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
（
８
月

日
）

　
府
内
初
の
〝
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
＋

そ
ば
二
毛
作
〟
が
京
丹
波
町
実

勢
地
区
の
実
証
田
（

㌃
）
で

順
調
に
進
み
、
農
業
関
係
者
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）
は
、
繊
維
の

多
い
茎
葉
部
分
と
栄
養
価
の
高

い
子
実
部
分
を
完
熟
前
に
収
穫

し
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
乳
用
牛
や

肉
用
牛
の
飼
料
と
し
て
最
適

で
、
畜
産
が
盛
ん
な
京
丹
波
町

で
は
、
粗
飼
料
の
安
定
確
保
に

効
果
的
だ
。

　
そ
ば
は
、
京
都
丹
波
地
域
が

「
府
内
最
大
の
産
地
」で
あ
り
、

京
丹
波
町
全
域
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
が
、
需
要
に
供
給
が

追
い
つ
か
な
い
た
め
、
生
産
量

の
拡
大
が
、
大
き
な
課
題
だ
。

　
今
回
の
実
証
試
験
は
、
ス
マ

ー
ト
技
術
導
入
で
作
業
を
省
力

化
し
、
「
耕
畜
連
携
の
促
進
」

と
「
収
益
性
の
高
い
産
地
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
京
都

府
南
丹
広
域
振
興
局
が
実
施
し

た
。

　
基
幹
作
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
（
品

種
・
夢
あ
お
ば
採
用
）
は
、
４

月

日
に
直
進
ア
シ
ス
ト
付
き

田
植
機
で
定
植
。
不
安
定
な
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
順
調
に

生
育
し
、
無
事
８
月

日
に
刈

り
取
り
を
終
え
た（
写
真
上
）。

　
そ
ば
の
播
種
は
、
８
月

日

に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
実
施

（
写
真
下
）
。
９
月
下
旬
に
白

い
花
が
楽
し
め
、

月
下
旬
に

は
収
穫
を
迎
え
る
。
今
後
の
生

育
が
楽
し
み
だ
。

（
京
丹
波
町
農
業
委
員
会
）


